























中国で当時、囲碁のことを表すために用いられた 棊 の文字でなく 碁 の漢字が用いられ
ている。文字の起源からすると 碁 の正字は 棋 ）でこれは 棊 とも表されるため意味




しないものも含めれば日本にはほかにも 碁石海岸 （現・岩手県気仙沼市）、 碁石が浜
（現・静岡県伊豆市）、 碁石浦 （現・長崎県西海市）などが存在する。こうしたことから、
日本では碁の伝来当初から対局に自然石や加工した石を用いたと考えてよいだろう。万葉集に
は 碁檀越 ）（ごのだんをち）の妻が詠んだとされる 神風の伊勢の浜荻折り伏せて旅寝やす




た。 日本三代実録 には （延暦 ）年の遣唐使、いわゆる 延暦の聘唐 に関する記述が




























子と表現するように子と石はほぼ同義である。最後の 爛柯 も 手談 同様に囲碁を表す表
現として使われる。こちらの出典は南北朝時代、梁の仁 が撰者の志快小説 述異記 と考え

















の 棋士 が出現したのは南北朝時代（ 年 年）と考えらえる。碁盤のサイズもこのこ
ろ 路から 路に改められ ）、前述のように日本に碁が伝えられた時期と推定できる。実力を
表す 棋品制度 や棋士を管轄する官庁 囲棋州邑 が設けられ、専業棋士には禄が与えられ
た。南朝・梁の武帝（ ）には 棋賦 という著作もあり、支配者の強力なバックアッ
プを受けた最初の棋界隆盛時代といえるだろう。












さしつ などいひ、 男は手受けむ などいふことを人はえしらず、（中略）あへなく近





意であろうか。 結びさしつ は 駄目 をさす 打つの意味。 駄目 という言葉自体も
打っても得にならない目 から囲碁発祥とされ、打っても一目の得にもならない着手、それ
が一般的になり無駄な行為を意味するようになった。この言葉は現代でも普通に使われてい















作者の能 碁 がそれである。理由は定かでないが長らく 廃曲 となっていた作品を明治時
代に金剛流が 復曲 し、 （平成 ）年には観世流でも復曲公演、 （平成 ）年は大
槻文蔵らにより演じられた。左阿弥についての詳しい情報は演者からも 定かでない との情
報を得たが、 阿弥 の名がついていることから能の第一人者である観阿弥や世阿弥の流れを





















文中の 石立て は布石のこと。 浜の真砂の という表現は、海に無数にある砂をさして
おり、無限に広がる囲碁の盤上世界を表現したものだろう。本稿のはじめに取り上げた 碁石
浜 など海と碁の関係は浅からぬものがある。舞台では源氏物語三帖 空蝉 で盤を挟んだ二































の作品の基となった 江談抄 （ 世紀初期の編纂とされる）にあるエピソードが有名だ。こ
のことから平安時代から日本の囲碁が現在のルールに近い、終局後にアゲハマを相手の地に埋
めて計算するルールで対局していたことがわかる。 はま は 濱 とも記述するし、碁石自
体が海の自然石を用いることも多かったのでその後の 波枕 にかけているのだろう。 一目























て作られたとされる言葉である。 五障 は女性が持つとされた つの障害を指し、端的には
女性はそうした障害があるため仏陀などになれないというもの。なお仏陀の言葉では男女の区
別なく仏になれるとしている。 三従 （三從）は女性に推奨された 幼きは父母に従い 少則
は夫に従い 老則は子に従う という生き方。いずれも女人が成仏するのは容易でないと考
えられた当時の思想である。ここでは二人が現世、そして霊となった今でもこうして相まみえ
る業の深さを表した表現であろう。それを受け 劫深き は 業深き にかけている。囲碁の
対局における 劫 は 劫立て をしないで石を取り合うと、永遠に同形が反復して終わるこ
とがなく、すぐ取り返すことは禁じ手になっている。霊になってまでも続く長年の因縁を盤上
の勝負でつけるべく いざや打たうよ と呼びかけ、ついに二人の碁の対局が始まる。
竹河 の巻（四十四帖）は 源氏物語絵巻 の中で宮廷に暮らす美しい姉妹が囲碁の対局
をする場面が描かれていることで有名だ。 節ある石 は囲碁の用語として相手の 石に節を
古代中世の日本の史書、文芸作品に見る囲碁用語の多様化とその背景に関する考察




う。その狭い範囲に放つ 中手 は相手の一団の急所に石を打って死命を制すること。 筋








この部分の台詞は碁石の白と黒を軸に源氏物語の巻名である 真木柱 （三十一帖）、 紅梅

































）白川静 字統 平凡社 年による解釈
）碁の好きな旦那（檀越）という意味
）当時の官位は正六位上と格は低かった
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